
   令 和 元 年 度   宮 崎 公 ⽴ ⼤ 学 同 窓 会 凌 雲 な な 会   6 ⽉ 役 員 会   議 事 録  
 
〔⽇       時〕 令 和 ２ 年 ６ ⽉ ２ ⽇ （⽕） ２ ０ ： ０ ０ 〜 ２ １ ： ３ ０  
〔会      場〕 オ ン ラ イ ン 開 催  
〔出   席   者〕 ⼾ 髙、 染 ⽮、 ⼩ 林 （元）、 ⿊ ⽊、 後 藤、 ⼭ 本    ＊ 敬 称 略  
〔議     ⻑〕 ⼾ 髙                         〔書     記〕 事 務 局 員   加 治 屋  
   ……………………………………………………………………………………………………  
 
 
議 題 １ ． 事 務 局 の 連 絡 先 に つ い て  
050- か ら 始 ま る 番 号 で 通 話 が あっ た 時 の み ⽀ 払 い と い う 楽 天 の サー ビ ス を 利 ⽤ す る。  
 
議 題 ２ ． 事 務 局 の フ ル リ モー ト 化 に つ い て  
銀 ⾏ 業 務 ： ネッ ト バ ン ク を 利 ⽤ す る こ と で、 残 ⾼ な ど も リ モー ト で 確 認 出 来 る よ う 改 善 す る。  
会 報 発 ⾏ ： 会 報 の 媒 体 が PDF に なっ て い る の で、 こ ち ら も リ モー ト で 対 応。  
年 間 ⾏ 事 ： ⾏ 事 に 必 要 な 資 料 に つ い て は ⾃ 宅 で 準 備 可 能。  
郵 便 物   ： 転 送 や 私 書 箱 対 応 は 難 し い。 急 ぎ の 場 合 は ⼩ 林 さ ん と 連 携 を 取 り、 メー ル で 対 応 を ⾏ う。  
 
そ の 他、 式 典 参 加、 労 働 局 へ の ⽀ 払 い が 年 に 数 度 あ る。 こ ち ら は 都 度 そ の 時 に 相 談。  
 
議 題 ３ ． 卒 業 ⽣ の 個 ⼈ デー タ の 収 集 に つ い て  
今 年 度 の 卒 業 ⽣ へ は 郵 送 で の 案 内 の み だっ た の で、 個 ⼈ 情 報 の 取 得 が 例 年 よ り 少 な い。  
対 応 案 と し て 下 記 ２ 点 を 検 討 中  
①   同 窓 会 費 ⽀ 払 い 時 に 記 載 し て あ る 住 所 を 利 ⽤ す る  
②   ① は 現 住 所 で は な く 実 家 で あ る 可 能 性 が ⾼ い の で、 同 じ 卒 業 ⽣ へ ア ル バ イ ト と し て 声 を か け、  
情 報 収 集 を ⾏ う。  
 
議 題 ４ ． HCD 開 催 と 会 報 発 ⾏ に つ い て  
今 年 の ホー ム カ ミ ン グ デ イ は コ ロ ナ 感 染 拡 ⼤ 防 ⽌ の 為、 オ ン ラ イ ン で の 開 催 を 予 定。  
会 報 は HCD の 広 報 の 為 の ツー ル と し て も 利 ⽤ さ れ て い た の で、 今 後、 オ ン ラ イ ン で 開 催 す る 場 合 の 内 容 も  
考 え て、 会 報 の 準 備 に と り か か る 予 定。  
 
そ の 他       
 
Ａ ． 時 間 外 活 動 ⼿ 当 申 請  

役 員 ⽒ 名  活 動 内 容  活 動 ⽇ 時  活 動  
時 間  

時 間  
  累 計  

⽀ 給 額          
  (累 計 h   x\777)  

特 に な し        

 
…………………………………………………………………………………………………………………  
 
◆  次 回 役 員 会 開 催 予 定  
⽇   程 ： 場 所、 時 間 に つ い て は   別 途 確 認 の 予 定  
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